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能登半島西岸の離水波食地形を用いた旧汀線高度の検討
Examination of the paleo-sea level inferred from emerged wave-cut features 
along the west coast of the Noto Peninsula, central Japan
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能登半島西岸では，最近数1000年の累積的な地殻変動に関して，統一的な見解は得られていない．その理由と
して，完新世の旧汀線高度を表す明瞭な指標が得られていないことが挙げられる．指標の1つとして波食ノッチ
があるが，本地域の海食崖には塩類風化由来の窪みが発達するため，それとの区別が難しい（小林ほ
か，2015）．また波食ノッチは，岩相の差や節理などに分布が規制される，周囲の地形によって海面より高い
位置に形成されるといった場合があるため，旧汀線高度の認定には精査が必要である． 
 伊藤ほか（2002）は，越前海岸において海食洞内の波食ノッチを調査し，その分布高度は旧汀線高度とほぼ一
致していることを示した．能登半島西岸でも，節理などの構造沿いに発達した海食洞の内部に波食ノッチが見
られ，その分布は地質状況とは無関係なことが多い．また海食洞内部は風雨にさらされないため，風化の影響
も少なく，波食ノッチの識別が行いやすい．そこで本研究では，能登半島西岸の志賀町高浜～富来付近におい
て，離水した海食洞内の波食ノッチの分布高度を調査し，旧汀線高度解明のためのデータ取得を試みた．ま
た，海食洞の外にある波食ノッチについても，波食棚を伴い分布が地質構造に支配されないものは，旧汀線高
度判読の対象とした．なお，判読の信頼性を上げるため，前面にベンチを伴う海食洞のみ選ぶ，ノッチの高度
計測は波が収束する海食洞の奥ではなく手前側で行うといった点に留意した． 
 調査の結果，上記の地形から認定した旧汀線高度は，標高約2 mに集中することが判明した．分布地点が近い
ことを考慮すると，これらの地形は同じ時期に形成されたと推定できる．つまり，少なくともこれらの地形の
形成以降，地殻の傾動をもたらすような変動は起こっていないと考えられる． 
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